
社会医療法人誠光会
草津ケアセンター施設長

横野  諭

草津ケアセンターは本年�月に設立��周年を迎えました。
これもひとえに地域の皆様のご支援と
職員の皆様のご尽力の賜物であり心より感謝申し上げます。

　草
津
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
設
立
30
周
年
を

記
念
し
、ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　敬老
の
日
に
ち
な

ん
で
総
務
省
が
9
月

14
日
に
公
表
し
た
人

口
推
計
に
よ
る
と
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
3
6
1
9

万
人
を
数
え
、総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
29・4
%
と
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。こ
の
比
率
は
人
口
4
千
万

人
以
上
の
国
の
中
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
、国
立
社
会
保
障・人

口
問
題
研
究
所
は
、第
2
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期（
1
9
7
1

〜
7
4
年
）に
生
ま
れ
た
世
代
の
高
齢
化
な
ど
で
中
長

期
的
に
は
更
に
増
加
す
る
と
分
析
し
て
い
ま
す

（
2
0
4
0
年
は
3
9
2
8
万
人
：
総
人
口
の
34・8
%

と
推
計
）。ま
た
、こ
こ
湖
南
地
域
に
目
を
投
じ
る
と
、将

来
に
於
け
る
高
齢
者
比
率
は
我
が
国
の
平
均
値
よ
り
大

き
い
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
誠
光
会
を
創
設
さ
れ
た
故
水
野
先
生
の
先
見
の
明
と

申
し
ま
し
ょ
う
か
、か
く
な
る
状
況
を
見
通
し
て
の

1
9
9
5
年
の
介
護
老
人
保
健
施
設
設
立
は
誠
に
時
に

応
じ
た
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　敗戦
後
激
動
す
る
我
が
国
の
人
口
動
態
に
応
じ
て

様
々
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
成
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、今
や
高
齢
者
健
康
保
持
施
設
の
再
構
築
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。当
法
人
に
於
け
る
望
ま
し
い
介

護
施
設
の
在
り
方
は
議
論
の
途
上
で
す
が
、今
を
生
き

抜
く
高
齢
者
に
と
っ
て
草
津
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
が
益
々
存
在

感
を
示
す
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

　職員
の
皆
様
方
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、地
域
に
根
ざ
し
た
介
護
の
将
来
像
を
共
に
造
り
上

げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

社会医療法人誠光会
理事長 鈴木 孝世

　
「
全
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ラ

ン
キ
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グ
2
0
2
5
」

で
全
国
8
1
2
市
区

の
う
ち
草
津
市
は
6

位
に
入
り
、安
心
度
・

利
便
度
・
快
適
度
・
富

裕
度
の
4
視
点
で
高

評
価
を
得
ま
し
た
。

　
平
均
寿
命・健
康
寿
命
も
全
国
平
均
を
上
回
り
、健
康

的
な
生
活
習
慣
や
環
境
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、草
津
市
は
高
齢
化
率
が
低
い
も
の
の
高
齢

化
は
進
行
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な

臓
器
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、多
く
の
疾
患
を

有
し（
も
し
く
は
併
発
し
）、歩
行
や
認
知・摂
食・排
泄

等
に
障
害
を
き
た
し
や
す
い
た
め
、自
立
し
た
生
活
が
困

難
に
な
り
ま
す
。自
立
困
難
な
高
齢
者
の
増
加
が
課
題

で
す
。　草津

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、医
学
的
管
理
下
で
介
護
や

機
能
訓
練
を
行
い
、在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
地
域
拠
点

で
す
。当
セ
ン
タ
ー
も
設
立
30
年
を
迎
え
、「
在
宅
支
援
」

と
い
う
使
命
を
継
続
し
、多
職
種
協
働
で
地
域
に
根
ざ

し
た
介
護
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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Hist
�y

Kusatsu Care Center 30th Anniversary

草津ケアセンター 設立30周年記念イベントのご案内
日程：2025年12月14日（日）13:30-15:30
会場：草津ケアセンター1階
地域公開講座として、南草津けやきクリニック院長・宮川正治
先生によるご講演を予定しています。地域団体によるステー
ジイベントも企画中です。この機会に、是非、当センターの内
覧もしていただければと思います。

近隣自治体・住民の皆様、居宅介護支援事業所の皆様、普段か
らご協力いただいているボランティアの皆様、通りすがりの皆
様、どなた様もお気軽に立ち寄ってください。
職員一同、心よりお待ちしております。

相
談
課

介
護
課

これからも入所者さんやご家族に寄り
添い、信頼関係を築きながら、他職
種と連携し望む生活の実現に努め
ていきます。
地域のケアマネジャーや病院・施設
の相談員の皆さんから「パッと顔が
浮かぶ相談課」として気軽に頼って
いただける存在を目指します。

30周年を迎え、これまで支えてくだ
さった利用者さん、ご家族、地域の
皆様に心より感謝申し上げま
す。今後も「安心・安全・笑顔
のある介護」を基本に、専門
性の向上とチームワークを大
切に、信頼される介護を提供
してまいります。

看
護
課

薬
剤
課

終末期ケアや認知症ケアの知識を
より一層深め、寄り添う看護を提供し
ていきます。
ご家族とのコミュニ
ケーションを大切に
し、安心して任せて
いただける施設づく
りを目指します。

高齢化率が急速に高まり、高齢者
の健康や医療・介護は高齢者自身
のみならず、国家的関心事となって
います。
今後もこの傾向はますます顕著に
なっていく中、他職種・地域と連携し
直面する高齢者の薬物療法の適正
化に取り組みます。

栄
養
課

介
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課

設立から30年、皆さまの健康を支え
る食の力を大切にしてきました。
栄養改善に取り組みながら、食べる
楽しみも忘れず、今後
も多職種で連携し
個々に寄り添った心と
体にやさしい食支援を
続けてまいります。

老健30年の歩みの中で、介護リハ
ビリテーション課は入所、通所、訪
問など徐々に関わる範囲を拡大して
きました。
制度や生活が変わっていっても、利用
者さんの在宅生活や自分らしい生き方
を支えるリハビリを、これからも全力で
提供してまいります。

草津ケアセンター
介護老人保健施設

草津ケアセンター、各部署からのメッセージ 30周年

910
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横野  諭

草津ケアセンターは本年�月に設立��周年を迎えました。
これもひとえに地域の皆様のご支援と
職員の皆様のご尽力の賜物であり心より感謝申し上げます。
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草津ケアセンター 設立30周年記念イベントのご案内
日程：2025年12月14日（日）13:30-15:30
会場：草津ケアセンター1階
地域公開講座として、南草津けやきクリニック院長・宮川正治
先生によるご講演を予定しています。地域団体によるステー
ジイベントも企画中です。この機会に、是非、当センターの内
覧もしていただければと思います。

近隣自治体・住民の皆様、居宅介護支援事業所の皆様、普段か
らご協力いただいているボランティアの皆様、通りすがりの皆
様、どなた様もお気軽に立ち寄ってください。
職員一同、心よりお待ちしております。
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これからも入所者さんやご家族に寄り
添い、信頼関係を築きながら、他職
種と連携し望む生活の実現に努め
ていきます。
地域のケアマネジャーや病院・施設
の相談員の皆さんから「パッと顔が
浮かぶ相談課」として気軽に頼って
いただける存在を目指します。

30周年を迎え、これまで支えてくだ
さった利用者さん、ご家族、地域の
皆様に心より感謝申し上げま
す。今後も「安心・安全・笑顔
のある介護」を基本に、専門
性の向上とチームワークを大
切に、信頼される介護を提供
してまいります。

看
護
課

薬
剤
課

終末期ケアや認知症ケアの知識を
より一層深め、寄り添う看護を提供し
ていきます。
ご家族とのコミュニ
ケーションを大切に
し、安心して任せて
いただける施設づく
りを目指します。

高齢化率が急速に高まり、高齢者
の健康や医療・介護は高齢者自身
のみならず、国家的関心事となって
います。
今後もこの傾向はますます顕著に
なっていく中、他職種・地域と連携し
直面する高齢者の薬物療法の適正
化に取り組みます。

栄
養
課

介
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課

設立から30年、皆さまの健康を支え
る食の力を大切にしてきました。
栄養改善に取り組みながら、食べる
楽しみも忘れず、今後
も多職種で連携し
個々に寄り添った心と
体にやさしい食支援を
続けてまいります。

老健30年の歩みの中で、介護リハ
ビリテーション課は入所、通所、訪
問など徐々に関わる範囲を拡大して
きました。
制度や生活が変わっていっても、利用
者さんの在宅生活や自分らしい生き方
を支えるリハビリを、これからも全力で
提供してまいります。

草津ケアセンター
介護老人保健施設
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